
 

 

 

 

 

間違いは宝物！ 
自分で自分をテストする。けテぶれのテストのコツと価値を紹介します。学習を進めるの

に大切なのは、今の自分を知ることです。自分の得意と苦手を区別して今の実力を知る。け

テぶれのテストはそのためにあります。テストをしたら必ず採点をしましょう。間違いがあ

っても決してネガティブな気持ちになる必要はありません。むしろ、本番で間違えるよりは

ずっと良いので「今見つけられてラッキー！」と喜びましょう。 

けテぶれのテストで低い点数を取ることを恐れる必要はありません。０点でも、できてい

ないことが確認できたのだから「良かった」のです。そこから１問でも多く解けるようにな

ることに価値があります。毎日のけテぶれで少しずつできることを増やしていきましょう。 

 

効率的なテストの問題選び 
毎日の自主学習でやることがマンネリ化している人はいませんか？毎日同じ問題で全問

正解をしている人、それでは成長していません。前回のテストで合っていた問題は、翌日

のテストでは外しましょう。間違えた問題とたまたまできた問題を、次のテストの対象に

するのです。こうすることで、テストの問題を効率よく選ぶことができますね。 

この、たまたまできた問題というのは、先生には判断ができません。つまり、自分にし

かわからない内容です。だからこそ、自分で丸付けをする価値があるのです。 

テストとは「試みる」こと、つまり「チャレンジ」です。けテぶれの計画を立てる際は

失敗３割 成功７割くらいが良いバランスです。難しすぎても、簡単すぎてもダメ。ちょう

どいい難易度で、失敗と成功を分析しながら成長につなげていきましょう。 
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けテぶれ取り組み紹介 ～今回は２年１組です～ 


